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－心のかよいあう街づくりをめざして－ 

 令和４年度の自治会活動がスタートいたしました。今年度は前年度役員８名の内、

４名が引き続き役員として、また３名の方が事務局の事業部員として残って活動して

頂く事になりました。そして４名の新しい方が役員として就任して頂きました。 

 当地域では特に高齢化が進んで、空家が年々増加しています。その反面、若い世

代のご家庭も少しずつ増えています。 

 自治会としても子ども行事を活発にして行くため、子どもふれあい部のメンバーに

は、若いお母さん方が中心になって活動してまいります。 

 今年度より、自治会公式ＬＩＮＥを開設し回覧板などの情報等を発信してまいりま

す。また、高齢者向けに自治会役員が講師になってスマホ教室、パソコン教室やフラ

ワーアレンジメント教室等を開催いたします。たくさんの方々が参加して頂き交流を深

めていきたいと考えております。 

 自治会として、『心のかよいあう街づくり』を目指しております。地域の人々が気軽に

挨拶をし、ふれあうことから始まります。プライバシーも大事ですがご近所の事をお互

いに知り合うことも大事です。 

 自治会や関連組織のイベントなどを通じてふれあいの輪を広げ、安心・安全、住み

よい街づくりの役割を果たしていきます。 

 役員、委員、事務局一丸となって取り組みますので、会員の皆様には、より一層の

ご支援、ご協力をお願いいたします。             

                                   自治会長 大給 龍夫 

 

１，入退会 吉本事務局長 

２，防犯灯関連 前﨑防犯委員長 

３、自治会館の利用 吉本会館副委員長 

４，会館駐車場 清水委員 

５，廃品回収日 第３木曜日 
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編集後記 
 東京・立川市の美術館で、ある絵本を題材に制作された作品が展示されています。その絵本とは

「動物会議」。ドイツの作家、エーリヒ・ケストナーが、第 2 次世界大戦の終結直後の 1949 年に発

表したもので、争いをやめられない人間たちを見かねて、たくさんの動物たちが世界中から集まり、

平和のための会議を開く物語です。動物たちが人間の大人たちの愚かさについてユーモアを交えなが

ら痛烈に批判しています。一刻も早くウクライナの情勢が良くなり、平和が戻ることを祈念します。 

交通安全運動を実施しました 
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自治会の活動状況と予定 
 

 ３月１３日  定例役員会 

 ３月１７日  廃品回収日 

 ４月 8・15 日 交通安全活動 

 ４月１０日  定例役員会 

 ４月２１日  廃品回収日 

 ４月２９日  自治会総会（書面） 

 ５月 ８日  定例役員会（予定） 

 ５月 中旬  共同募金（予定） 

 ５月中旬まで こいのぼり・お母さん 

        の絵展示 

5 月１９日  廃品回収日 

 ６月１２日  定例役員会（予定） 

 ６月１２日  スマホ教室（予定） 

 6 月１６日  廃品回収日 

 ７月 １日 ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室（予定） 

 

 自治会公式    始動！ 

 今年度より、回覧板の資料は、これまでの手

回しに加え、公式 LINE を使って皆さんのスマ

ートフォンに送信することにしました。 

 友達追加は簡単です！   

 この QR コードをスマートフォンのカメラ 

機能でかざしてください。 
 

かざすと、「南青葉台自治会」 

というグループが表示され 

ますので、「友達追加」ボタ 

ンを押して操作を進め 

てくださいね。 

 

 

 ４月 8 日の小学校の始業式の日、南青葉台 

中央の交差点で自治会防犯委員会が、見守り隊 

の皆さんと共に交通安全運動を実施しました。 

 新学期を迎え張り切って登校する児童らに、 

歩行中交通事故に遭わないために、横断歩道な 

どでの交通ルールを守るよう呼びかけました。 

 河内長野市では令和 3 年は 260 件の事故が 

発生（南青葉台は 1 件）し、そのうち 15 歳以下の子どもの事故は、22 件に上り 

ました。参加者一同、これからも、子どもたちの笑顔を守るために、頑張らねば 

との思いを新たにしました。 
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 新
しん

一年生
いちねんせい

の皆
みな

さん、楽
たの

しみにしていた 小 学 校
しょうがっこう

への 入 学
にゅうがく

、おめでとうございます。

保護者の皆様、お子様の小学校へのご入学おめでとうございます。 

 令和 4 年 4 月 6 日（水）、石仏小学校では 25 人の新入生を迎え、令和 4 年度入学

式が行われました。 新一年生 25 人中、南青葉台のお子さんが 6 人いらっしゃいまし

た。（お 1 人は他校へ） 

 入学されて既に 1 か月経ち、毎朝、見守り隊の方々に元気に挨拶をされて登校されて

います。学校生活にも、ずいぶんと慣れてこられたことでしょうね。会員の皆さまも、

見かけられたら、お声をかけてあげてください。 

 新一年生の皆さんには、自治会からお祝いとして図書券を、お送りしました。 

 

南青葉台に      の一年生７名誕生！

 
 

 子どもたちの夢を乗せた思い出の絵、世界

で一番好きなお母さんの絵、南青葉台の子ど

もたちが、描きました。 

 自治会館駐車場で今月中旬まで展示してい

ます。子どもたちの力作をどうぞ観に来てく

ださい。 

「笑顔で かがやけ はばたけ」南青葉台っ子 

加賀田地区の民話 第９話 
  今回は、５月の節句についてご紹介したいと思います。  

 「五月の節句  節句の日にな、昔は菖蒲と蓬で屋根葺く（注）んやちゅうて、くくって屋

根へ放り上げましたわ。それ、三つこしらえて屋根へ放り上げましたわ。へて、タイコウさん

にもそれをくくってオマシましたわ。タイコウさんちゅうたらな、五月人形のかざりのことや。 

へてまた，菖蒲風呂とかゆうて、菖蒲のお風呂入ったり、頭痛かったら、菖蒲の葉で頭くくっ

たらええとかな、そんなん聞いてますわ。へて、あれな，五日にせんと、遅れてしたらな、「六

日の菖蒲や」ちゅうて言いましたな、ハハハハ・・・な。そんなこと今頃してたら六日の菖蒲

やっちゅうてな。もう六日でのうてな、他の日かってもな、遅れた時には、六日の菖蒲ちゅう

てゆうたんですわ。」 

(注)昔の住宅は、藁葺(わらぶ)き屋根や茅葺(かやぶき)屋根で、草をかぶせていた 

                   「加賀田地区の民話」市教育委員会発行より要約 

＜鯉のぼり ご寄付のお願い＞ 

使わなくなった鯉のぼりありませんか？ 

子どもたちの成長を見守っていただいた鯉の

ぼりに感謝をこめて、毎年、自治会館であげさ

せて頂きます。自治会役員までご連絡下さい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－福祉委員長就任のご挨拶－ 
 

福祉委員会 委員長 高山吉治 

 

 このたび南青葉台地域福祉委員会委員長に就任することとなりました 32-28 の髙山吉

治と申します。前任の永江氏より重責を引継ぐこととなり、緊張と戸惑いが交錯している未

熟者ではありますが、精一杯勤めさせて頂きます。 
 

 私は平成 29 年度に、当時の自治会ふれあい福祉委員会に参加してから 5 年が経過

し、その間に自治会組織での再編によって、現在の福祉委員会という独立した形になりま

したが、その活動においては、自治会組織との連携が重要であると感じておりますので、

皆様のお力添えをお願い申し上げます。 
 

 本年度の行事等につきましては、また別途ご案内させていただきますが、コロナ禍中で

の活動という難しい問題がありますが、委員一同力を合わせて一つ一つ解決して行こうと

思っております。至らない点も多いかと思いますが、皆様お気づきの点はどんどんご指摘

ください。 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

－新年度初めのご挨拶－ 
 

むつみ会 会長 藤松喜久治 

 

 ２か月続いた「蔓延防止等重点措置」は去る３月２１日に全てが解除されたものの、それ

で約２年以上猛威を振ったコロナ禍が止む訳はなく、これまで培った感染対策を愚直に

継続せざるを得ません。 
 

 当市の高齢化率は府下最高ですが、その中でも当地域の高齢化率は５０％を超え、コ

ロナ禍の死者の大半が７０歳以上ですから余計に厳密な感染対策が必要な所以です。 
 

 因みに当会のカラオケクラブが、厚生労働省指針、及び当会員の保健師Ｓさんの指導

で会館１階をカラオケ会場とした場合の感染対策事例を紹介しますと、先ず北側窓の一

番奥からの外気が玄関扉から抜けるまでの流路の途中に「大容量サーキュレイター」

(2,000m3/min.)を設置、外気を加速することで、仮に１０数名が互いに５０cm 以上の間隔

で着座した状態での炭酸ガス濃度は 530～560ppm と換気状態は良好（1,000ppm を超え

ると危険）で、参加者は先ず平熱を確認、歌うとき以外は不織布マスク着用、コロナ禍収

束まではデュエット、合唱禁止を遵守することで２年間感染ゼロを達成しています。 

                                                    （了） 
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